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	カルシウム電位依存性チャネル補助サブユニットガンマ7（CACNG7）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、II型膜貫通型AMPA受容体制御タンパク質（TARP）です。TARPはAMPA受容体の輸送とチャネル開閉の両方を制御します。この遺伝子は、機能的に多様な8メンバーからなるPMP-22/EMP/MP20ファミリーのタンパク質サブファミリーの一部であり、I型TARPとカルシウムチャネルガンマサブユニットという2つのファミリーメンバーと同一のクラスターに位置しています。[RefSeq提供、2010年12月],機能：カルシウムチャネルを不活性化（閉鎖）状態に安定化させると考えられています。,類似性：PMP-22/EMP/MP20ファミリー、CACNGサブファミリーに属します。,サブユニット：L型カルシウムチャネルは、α1、α2/δ、β、γの5つのサブユニットで構成されています。,組織特異性：広く発現しています。,
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	CACNG7抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	L型Ca++ CP γ7ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析

